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●
須
崎　
貴
之

　
こ
の
２
年
間
で
農
協
組
織
、
農
業
機
械
、
基
礎
知
識
に
つ
い

て
良
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
み
ら
い
塾
で
指
導
を
し
て
下
さ
っ

た
皆
様
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
協
の
各
部
署
の
役

割
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
機
械
で
は
、
整
備
に
つ
い
て
学
び
、
農
場
視
察
で
は
ま

だ
知
ら
ぬ
知
識
や
経
営
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
酪
農
経
営
に
役
立
て
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
農
協

職
員
、
関
係
機
関
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

●
松
崎　
　
靖

　
今
回
、
第
12
期
生
と
し
て
こ
の
２
年
間
の
み
ら
い
塾
を
受
講

参
加
さ
せ
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
酪
農
関
連
機

関
、
農
協
組
織
の
方
々
よ
り
多
く
の
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
第
１
回
目
の
視
察
先
の
中
標
津
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ

に
て
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牧
場
視
察
は
パ
ー

ラ
ー
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
施
設
、
牛
群
の
規
模
に
は
大
変
驚
き
ま

し
た
。
北
海
道
酪
農
検
定
検
査
協
会
根
室
事
務
所
の
高
価
な
検

査
機
械
な
ど
普
段
で
は
見
学
で
き
な
い
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
ノ
ー
サ
イ
北
海
道
の
家
畜
共
済
の

獣
医
師
さ
ん
か
ら
の
座
学
、
疾
病
対
策
、
牛
の
手
術
見
学
や
普

及
セ
ン
タ
ー
主
催
の
粗
飼
料
、
草
地
管
理
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
中
春
別
農
協
の
各
組
織
、
各
部
署
の
説
明
も
理

解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
、
み
ら
い
塾
で
学
ん
だ
事

を
経
営
に
役
立
て
て
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

こ
れ
か
ら
も
農
協
職
員
、
関
連
機
関
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な

る
と
思
い
ま
す
の
で
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

●
松
崎　
園
美

　
今
回
、
み
ら
い
塾
を
通
し
て
農
協
組
織
に
つ
い
て
部
署
ご
と

に
詳
し
く
講
義
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
視
察
で
は
㈱
な
か
し
ゅ

ん
べ
つ
未
来
牧
場
、
㈲
ギ
ガ
フ
ァ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
さ
ん
に
お
世

話
に
な
り
、
色
々
な
設
備
な
ど
も
見
る
事
が
出
来
て
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
の
疾
病
講
座
や
四
変
手
術
を
実
際

に
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
12
期
生
と
し
て
５
人
の
仲
間
と
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

引
き
続
き
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

みらい塾修了式みらい塾修了式

●
藤
浪　
政
孝

　
今
回
、
２
年
間
の
み
ら
い
塾
を
経
て
、
農
協
や
各
関
係

機
関
の
事
が
詳
し
く
理
解
で
き
、
た
く
さ
ん
の
知
識
を
学

び
ま
し
た
。
途
中
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
２
年
間
と
い
う
期

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
酪
農
検
査
協
会

に
研
修
に
行
け
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
牛
舎
の
外
で
の
仕
事
で
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て

も
大
事
な
こ
と
を
学
べ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
中
春
別
マ

シ
ン
セ
ン
タ
ー
の
農
業
機
械
の
整
備
に
つ
い
て
も
と
て
も

た
め
に
な
り
ま
し
た
。

　
終
わ
っ
て
み
る
と
意
外
と
早
か
っ
た
と
感
じ
て
お
り
、

少
し
さ
み
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
機
械
で
学

ん
だ
事
を
思
い
出
し
な
が
ら
仕
事
を
頑
張
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

●
竹
田　
　
涼

　
今
回
、
み
ら
い
塾
に
参
加
し
た
の
は
農
協
の
方
に
誘
わ

れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
自
分
は
酪
農
家
の
息
子
で

あ
り
な
が
ら
高
校
・
大
学
と
地
元
を
離
れ
て
、
農
業
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
い
い
機

会
を
頂
け
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
２
年
間
、
研
修
、
視
察
を
と
お
し
て
様
々
な
経
験

や
知
識
、
交
流
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
南
部
セ
ン
タ
ー
の
視

察
で
す
。
実
際
の
手
術
を
生
で
見
た
と
き
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
凄
か
っ
た
で
す
。
獣
医
さ
ん
の
講
習
も
と
て
も
有
意
義

だ
っ
た
の
で
今
後
の
み
ら
い
塾
で
も
実
施
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
沖
縄
の
農
場
視
察
で
は
、
限
ら
れ
た
土
地
、
設
備

の
中
で
経
営
し
て
い
く
工
夫
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に
、
こ
の
道
東
で
酪
農
を
で
き
る
こ
と
が
ど
れ
だ
け
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
、
こ
の
５
人
の
メ
ン
バ
ー
で
２
年
間
学

び
、
修
了
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
じ
地

区
で
酪
農
を
し
て
い
く
中
で
心
強
い
仲
間
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
最
後
に
、
快
く
視
察
や
講
義
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
関
係
各
所
の
方
々
、
農
協
職
員
並
び
に
担
当
し
て
く
れ

た
事
務
局
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　みらい塾第12期生は５人の受講生のもと２年間に
わたり全10回の講座を実施しました。農協、関係機関、
各農場の協力のもと草地関係や育成牛飼養管理につい
て、疾病や乳房炎の原因や対策など、たくさんの事を
学んできました。修了式では望月塾長より修了証を受
け取り、修了生を代表して中春別地区の松崎靖さんよ
り「この２年間で得た知識や技術については、今後の
自分たちの牧場での作業や経営に活かし、一層の経営
向上に取り組んでまいりたいと考えています。」と力
強い言葉をいただきました。今後、後継者の皆さんが、
みらい塾で得た知識を活用して、安定した酪農経営を
担っていく姿を期待しております。

1212
期
生
修
了
レ
ポ
ー
ト

期
生
修
了
レ
ポ
ー
ト
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生年月日…平成10年12月１日
みらい塾に応募したきっかけ…
みらい塾を通して見解を広めるため
趣味…食べる事
好きな言葉…前進
将来の夢…安定した経営
皆さんに一言…
未熟者ですが、ご指導の程よろしく
お願い申し上げます。

山崎　陽平
生年月日…平成11年４月１日
みらい塾に応募したきっかけ…
将来経営者になるにあたって酪農に
必要な知識や技術をさらに学びた
かったから
趣味…料理、食べ歩き、ゲーム
好きな言葉…七転八起
将来の夢…安定した経営
皆さんに一言…
まだまだ未熟者ですので一生懸命�
学ばせていただきます。一年間よろ
しくお願いします。

玉木　健介
生年月日…平成11年４月１日
みらい塾に応募したきっかけ…
自分一人では勉強できない事を知るため
趣味…ゲーム
好きな言葉…勇往邁進
将来の夢…考えたことがないです
皆さんに一言…
まだまだ勉強不足で至らないこと�
ばかりですがよろしくお願いします。

久末　優瑠

みらい塾入講式みらい塾入講式

　第12期生みらい塾修了式終了後、第13期みらい塾入講式が執り行われました。第13期生は美原地区から久
末優瑠さん、山崎陽平さん、玉木健介さん、同級生の３名が集まりました。美原地区期待のみらい塾生を代表
して久末優瑠さんより「研修を受講する中で、知識・技術の向上はもとより仲間意識をより高めていける場に
していきたい。」とこれからの意欲を語っていただきました。今後みらい塾では１年間、定期的に開かれる講
座を通じて、農協運営事業、関係機関訪問、農場視察といった内容について積極的に学び、酪農の技術、知識
の習得に向けてまいります。
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酪農振興会 総会
　
開
会
に
先
立
ち
令
和
６
年
度
乳
質
改

善
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
木

原
直
紀
さ
ん
、
宮
本
真
之
介
さ
ん
、
花

岡
芳
征
さ
ん
、
橋
本
嘉
篤
さ
ん
、
須
崎

貴
之
さ
ん
の
５
名
に
日
頃
の
乳
質
改
善

の
努
力
を
称
え
牧
野
会
長
よ
り
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会
に
あ
た
り
牧
野
会
長
よ

り
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
望
月

組
合
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に
は
田

口
皓
基
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行

会　
　
長
　
紫
藤
　
有
策

副
会
長
　
芳
賀
　
　
守

副
会
長
兼
常
任
幹
事

　
真
下
　
雅
人

書　
　
記
　
井
上
　
哲
孝

会　
　
計
　
広
沼
　
力
也

常
任
幹
事
　
古
道
谷
一
男

　

〃　
　
浦
山
　
武
志

　

〃　
　
青
野
　
大
地

　

〃　
　
奥
山
　
頌
平

　

〃　
　
加
藤
　
信
宏

監　
　
事
　
細
川
　
優
作

　

〃　
　
荒
瀬
　
　
理

　

〃　
　
吉
川
　
竜
一

に
入
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
６
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
２
号「
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
議
案

第
３
号
「
令
和
７
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
に
つ
い
て
」
議
案
第
４
号
「
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
」
が
満
場
一
致
の
も
と
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
紫
藤
副
会
長
よ
り
閉
会
挨
拶
を
い

た
だ
き
第
63
回
通
常
総
会
が
終
了
致
し
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
度
役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

豊
原
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

豊
原
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

第
63
回

　
豊
原
酪
農
振
興
会
（
会
長　
牧
野
修
二
）
で
は
４
月
17
日
㈭
豊
原
会
館
に
て
第
63

回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

会　
長　

髙
野
　
孝
太

副
会
長　

売
場
　
　
純

　
〃　
　

北
村
　
　
仰

総　
務　

長
沼
　
　
徹

会　
計　

宗
像
　
卓
朗

幹　
事　

岩
浅
　
昌
宏

監　
事　

畠
山
　
純
一

　
〃　
　

長
野
　
清
志

　
開
会
に
先
立
ち
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

良
質
乳
農
事
組
合
に
新
酪
農
事
組
合
、

改
善
率
１
位
に
ま
き
ば
の
丘
農
事
組

合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会
に
あ
た
り
竹
田
会
長

よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の

美
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

美
原
酪
農
振
興
会
定
期
総
会

第
39
回

　
美
原
酪
農
振
興
会
（
会
長　
竹
田　
潤
）
で
は
４
月
10
日
㈭
美
原
会
館
に
て
第
38

回
定
期
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

西
川
会
長
、
山
崎
酪
対
会
長
よ
り
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に
は
緑
進
地
区

の
林
恒
雄
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行
に
入

り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
６
年
度
事
業

報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」
議
案
第
２

号
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て
」
議
案
第
３
号

「
令
和
７
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に

つ
い
て
」
議
案
第
４
号
「
役
員
の
改
選
に
つ
い

て
」
が
満
場
一
致
の
も
と
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
佐
藤
前
副
会
長
よ
り

閉
会
挨
拶
を
い
た
だ
き
第
39
回
定

期
総
会
が
終
了
致
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
役
員
体
制
は
次
の

通
り
で
す
。
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全議案が審議され、満場一致で可決承認されました。

会　
　
長

中
島
　
哲
郎

副
会
長
兼
会
計

相
澤
　
孝
太

副
会
長

藤
倉
香
津
靖

代
表
監
事

佐
々
木
淳
司

監　
　
事

目
黒
　
雅
明

　
開
催
に
先
立
ち
乳
質
改
善
褒
章
が
行
わ
れ
、

個
人
の
部
で
は
11
名
の
会
員
が
表
彰
さ
れ
、

団
体
の
部
で
は
１
位
中
春
別
農
事
組
合
、
２

位
平
糸
農
事
組
合
、
３
位
菊
水
農
事
組
合
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
開
会
に
あ
た
り
平
井
会
長
よ
り
挨

拶
が
あ
り
、
続
い
て
来
賓
の
望
月
組
合
長
、

西
原
議
会
議
長
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

中
春
別
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

中
春
別
酪
農
振
興
会
通
常
総
会

第
47
回

　
中
春
別
酪
農
振
興
会
（
会
長　
平
井
優
一
）
で
は
４
月
24
日
㈭
農
業
者
団
地
セ
ン
タ
ー

に
て
第
47
回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。　

議
事
取
進
め
に
あ
た
り
議
長
に
は
菊
水
地

区
の
中
村
勉
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
議
事
進
行

に
入
り
ま
し
た
。
議
案
第
１
号
「
令
和
６
年

度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」

議
案
第
２
号「
令
和
７
年
度
事
業
計
画（
案
）

並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」
議
案

第
３
号
「
令
和
７
年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
に
つ
い
て
」
議
案
第
４
号
「
役
員
の

改
選
に
つ
い
て
」
が
満
場
一
致
の
も
と
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
役
員
体

制
は
次
の
通
り
で
す
。

　
農
協
を
代
表
し
て
望
月
組
合
長
を
迎
え
、
野
矢
勝

己
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
議
案
第
１
号
「
令
和
６

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
書
に
つ
い
て
」、
議

案
第
２
号
「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
議
案
第
３
号
「
令

和
７
年
度
会
費
の
賦
課
徴
収
方
法（
案
）に
つ
い
て
」、

議
案
第
４
号
「
役
員
改
選
に
つ
い
て
」、
議
案
第
５

号「
そ
の
他
」ま
で
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
に
よ
り
新
役
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

中
春
別
和
牛
研
究
会
定
期
総
会

中
春
別
和
牛
研
究
会
定
期
総
会

第25回
　
中
春
別
和
牛
研
究
会
（
会
長　
野
矢
勝
己
）
で
は
令
和
７
年
４
月
４

日
㈮
Ｊ
Ａ
中
春
別
団
地
セ
ン
タ
ー
２
階
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に
て
定
期
総

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

会　
長　

久
慈
　
真
咲

副
会
長　

野
矢
　
勝
己

副
会
長　

寺
井
　
隆
二

会　
計　

加
藤
　
信
宏

監　
事　

佐
藤
　
裕
心
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開
会
に
先
立
ち
、
永
年
に
わ
た
り
青
年
部
事
業

推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
令
和
6
年
度
を
持
ち

ま
し
て
定
年
を
迎
え
ら
れ
た
5
名
に
感
謝
の
意
を

込
め
、
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
品
の
贈
呈
が
終
わ
り
、
柿
本
部
長
よ
り
開

会
の
あ
い
さ
つ
、
ま
た
来
賓
を
代
表
し
、
原
内
副

組
合
長
、
山
崎
酪
農
対
策
協
議
会
会
長
よ
り
祝
辞

を
頂
き
、
議
事
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
豊
原
地
区
よ
り
木
原
直
紀
さ
ん
が

選
出
さ
れ
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
案
第

１
号
「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算

青年部事業の更なる推進に向けて
中春別農協青年部通常総会
第52回

部　
長

青
野
　
大
地

副
部
長

林
　
　
恒
雄

　
〃　

遠
藤
　
貢
紀

理　
事

中
山
　
泰
輔

　
〃　

畠
山
　
純
一

　
〃　

柿
本
　
竜
矢

監　
事

島
崎
　
和
成

　
〃　

増
岡
　
耕
平

に
つ
い
て
」、議
案
第
２
号
「
令

和
７
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
」、
議
案
第
３
号
「
令
和
７

年
度
会
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方

法
に
つ
い
て
」、
議
案
第
４
号

「
役
員
の
改
選
に
つ
い
て
」
以

上
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま

で
全
て
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
小
出
地
区
青
協
副
会

長
よ
り
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
い

た
だ
き
、
青
野
新
部
長
に
よ
る

閉
会
の
挨
拶
で
通
常
総
会
が
閉

会
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
青
年
部
役
員
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

活動をピックアップ
　年部青若い力を結集して未来の酪農郷を築こう！

Ｙｏ ｕ ｔ ｈ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ

　中春別農協青年部では、４月11
日㈮に農業者団地センタートレーニ
ング室において、第52回通常総会
が盛会に開催されました。
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今
回
は
、
標
津
町
川
北
地
区
に
あ
る
千
葉
牧

場
の
第
２
牧
場
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
千
葉
牧
場
で
は
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
酪
援
・
緑

に
加
入
さ
れ
て
お
り
、
10
年
前
に
セ
ン
タ
ー
前

の
牧
場
が
離
農
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
セ
ン

タ
ー
活
用
の
た
め
千
葉
牧
場
が
買
い
取
る
形
で

営
農
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
経
営
者
の
千
葉
祥
一
（
よ
し
か
ず
）
さ
ん
か

ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
千
葉
さ
ん
は
標
津
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
、
根
室
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
改
良
協
議
会
の
代
表
監
事
を
務
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

第
２
牧
場
で
は
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
２
機
で
約

１
１
５
頭
、
６
頭
ダ
ブ
ル
パ
ー
ラ
ー
で
約

１
１
０
頭
搾
乳
が
行
わ
れ
、
年
間
出
荷
乳
量
約

３
２
０
０
ト
ン
の
実
績
が
あ
る
そ
う
で
す
。
フ

リ
ー
ス
ト
ー
ル
は
３
棟
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
牛
舎
、

パ
ー
ラ
ー
搾
乳
牛
舎
、
哺
育
育
成
乾
乳
牛
舎
と

な
り
ま
す
。

　
ま
ず
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
牛
舎
で
す
が
、
非
常
に

乳
用
性
の
あ
る
充

実
し
た
牛
ば
か
り

で
し
た
。
説
明
で

は
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳

で
平
均
45
㎏
／
日
、

パ
ー
ラ
ー
搾
乳
で

は
平
均
35
㎏
／
日

と
の
こ
と
で
す
。

　
第
２
牧
場
立
ち

上
げ
の
際
、
当
初

育
成
舎
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
も
の

　令和７年４月11日㈮乳牛改良同志会の管内視
察研修が行われました。

令和７年度

管内視察研修
同志会

標津町　ドリーミーファーム　千葉牧場

を
、
ス
ト
ー
ル
サ
イ
ズ
の
変
更
を
し
て
ロ
ボ
ッ

ト
搾
乳
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
今
育
成
牛
は
グ

リ
ー
ン
ラ
ン
ド
標
津
へ
預
託
し
な
が
ら
管
理
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
２
棟
目
に
パ
ー
ラ
ー
搾
乳
牛
舎
で
す
。
こ
ち

ら
で
は
分
娩
直
後
の
牛
か
ら
治
療
牛
、
そ
し
て

ロ
ボ
ッ
ト
牛
舎
に
移
行
す
る
前
の
牛
が
搾
ら
れ

て
い
ま
す
。
以
前
経
営
さ
れ
て
い
た
方
が
育
成

か
ら
乾
乳
ま
で
の
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
牛
舎
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
区
分
け
が
細

か
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
群
管
理

が
細
か
く
で
き
る
こ
と
と
、
パ
ー
ラ
ー
搾
乳
の

た
め
人
の
手
が
介
入
し
や
す
く
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳

と
合
わ
せ
非
常
に
効
率
的
な
管
理
が
で
き
る
搾

乳
舎
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

　
3
棟
目
に
哺
乳
育
成
乾
乳
牛
舎
で
す
。
こ
こ

で
は
哺
乳
も
行
わ
れ
て
い
て
手
作
り
の
カ
ー
フ

ペ
ン
が
あ
り
、
価
格
を
抑
え
な
が
ら
掃
除
し
や

す
く
作
ら
れ
て
い
て
、
生
菌
剤
や
代
用
乳
に
つ

い
て
も
質
問
を
交
え
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
千
葉
第
二
牧
場
で
は
既
存
の
施
設

を
改
修
し
て
初
期
投
資
を
抑
え
な
が
ら
規
模
拡

大
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
高
泌
乳
の
背
景
に
は
全
道
共
進
会
で
一
等

賞
入
賞
牛
を
輩
出
、
ゲ
ノ
ム
検
査
に
よ
る
高
能

力
牛
群
な
ど
弛
ま
な
い　
乳
牛
改
良
や
飼
養
管

理
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
勉
強
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
を
通
し
て
、
会
員
一
同
酪

農
経
営
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
久
保
光
大 

記
）
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種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価
1 福之姫 7 57 17 254,429 3.29  14,719 
2 千寿剣 10 53 13 248,600 4.13  19,422 
3 姫百合 6 54 11 226,167 4.86  20,561 
4 福勝鶴 9 51 12 223,333 4.20  18,273 
5 銀恣 26 50 14 219,423 3.61  15,716 
6 満天太郎 14 57 14 213,571 3.97  15,025 
7 拓忠平 25 51 15 206,600 3.36  13,486 
8 勝金幸 11 50 11 206,091 4.64  19,212 
9 花福姫 5 46 15 203,600 3.07  13,573 
10 秋忠平 15 56 15 202,400 3.72  13,374 
11 北美津久 58 55 16 201,724 3.38  12,381 
12 鉄扇 5 46 14 197,200 3.25  13,887 
13 花之福 10 51 10 195,600 4.89  18,808 
14 鉄晴幸 84 52 16 192,262 3.19  11,694 
15 百合芳 17 50 14 189,176 3.47  13,180 
16 哲重 30 47 13 189,167 3.52  14,047 

総計 639 50 15 188,124 3.21  12,146 
17 姫白百合 7 45 11 185,571 4.13  17,092 
18 英貞 5 50 18 182,600 2.72  9,924 
19 博紅葉 28 48 14 178,964 3.54  13,118 
20 北小糸 33 52 16 177,545 3.23  11,034 
21 美津金幸 20 49 19 177,050 2.49  9,103 
22 奥晴花 79 45 15 173,949 3.12  11,960 
23 奈緑 33 45 18 165,636 2.54  9,280 
24 満天桜 17 44 16 162,294 2.71  9,960 
25 百合美 26 47 20 148,577 2.33  7,344 
26 藤平福 5 57 21 143,800 2.72  6,848 
27 愛之国 11 37 15 130,000 2.50  8,720 

種 雄 牛 合計頭数 平均体重 平均日令 平均価格 ＤＧ 日齢単価
1 北美津久 54 52 18 228,111 2.85  12,557 
2 福勝鶴 8 54 11 227,125 4.90  20,648 
3 鈴音 5 71 36 209,400 1.99  5,882 
4 千寿剣 13 47 12 202,615 3.82  16,360 
5 姫百合 7 51 13 193,000 3.93  14,846 
6 勝金幸 16 45 12 187,563 3.80  15,712 
7 秋忠平 20 54 22 185,800 2.43  8,369 
8 銀恣 21 45 10 182,000 4.55  18,553 
9 満天太郎 11 48 12 181,364 4.19  15,709 
10 英貞 8 46 19 179,500 2.43  9,510 
11 拓忠平 24 47 16 173,250 3.01  11,177 
12 哲重 14 47 16 172,571 2.93  10,738 
13 福之姫 7 52 16 172,000 3.26  10,847 
14 博紅葉 17 44 11 170,882 3.87  14,897 

総計 593 47 17 166,059 2.80  9,945 
15 鉄晴幸 74 49 18 165,554 2.77  9,323 
16 珀百合 6 47 19 161,500 2.51  8,730 
17 美津金幸 21 44 15 158,571 3.00  10,777 
18 北小糸 29 47 16 155,862 2.98  9,826 
19 藤平福 6 56 27 153,333 2.07  5,679 
20 奥晴花 64 44 19 151,484 2.37  8,106 
21 姫白百合 7 40 11 142,714 3.56  12,646 
22 奈緑 26 40 17 138,038 2.33  8,047 
23 花之福 8 46 21 135,875 2.26  6,628 
24 北宝翔 8 45 16 133,625 2.90  8,552 
25 百合芳 7 47 25 133,143 1.92  5,419 
26 満天桜 21 42 14 131,429 3.02  9,388 
27 勝美糸 10 41 17 128,100 2.48  7,671 
28 花勝５５ 6 45 13 119,167 3.51  9,408 
29 百合美 25 41 18 110,240 2.24  6,057 

福之鶴 2 64 21 255,000 3.05  12,143 
隆之姫 1 44 10 249,000 4.40  24,900 
奈津百合55 1 49 10 244,000 4.90  24,400 
秋光花 1 55 10 242,000 5.50  24,200 
貴隼桜 1 49 7 236,000 7.00  33,714 

福之鶴 1 48 23 216,000 2.09  9,391 
奈津百合55 1 51 13 211,000 3.92  16,231 
勝久桜 2 55 10 201,000 5.50  20,100 
秋光花 2 44 7 198,000 6.21  28,286 
百太 1 57 25 198,000 2.28  7,920 
関平照 1 47 8 197,000 5.88  24,625 
隆之姫 4 48 15 197,000 3.31  13,586 

販売通信
令和７年４月（雄） 令和７年４月（雌）（上場頭数５頭以上、税抜価格） （上場頭数５頭以上、税抜価格）

＊参考＊ ＊参考＊

ホクレン根室家畜市場
Ｆ１（乳用交雑種）種雄牛別平均価格（月別４月）
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営農対策情報
根室農業改良普及センター

残飼が下に溜まる

水槽のぬめりは雑
菌やカビの仕業！

良い生乳はきれいな水から良い生乳はきれいな水から

　水槽をきれいにしておくことが、生乳生産にとって重要なことです！水槽掃除は意外と大変。少
しでも水槽をきれいにしておくために水槽掃除の予定を組みましょう！

　水槽掃除カレンダーの一例を考えました！メリハリをつけて日々の掃除を楽にしましょう！

·水槽の中（水洗いでサッと）

水を抜きながらゴミを取り除
きましょう！手袋（皮むきグ
ローブやアク
リルたわしの
ミトンがある
と便利！）を使
って、サッと汚
れを落としま
しょう！

水槽のボールタップ周りやウ
ォーターカップのベロ裏には
水カビが溜まっています。こ
こが汚れているとぱっと見水
槽がきれいでも雑菌が繁殖し
ています。

①毎日の掃除

水槽のぬめりを、重曹を使っ
て丁寧に落としましょう！牛
が舐めやすい水槽の側面も糞
尿で汚れているので洗い落と
しましょう！ウォーターカッ
プの場合は1週間で１周を目
安に！

·水槽の中
　（重曹を使って丁寧に）
·水槽の側面

②週１回の掃除
·水槽の中
　（重曹を使って丁寧に）
·水槽の側面
·ボールタップ周りorベロ裏

③季節に１回の掃除

メリハリのある水槽掃除を！

10日間サボるときれいになるのに１槽３分かかります！ ボールタップ周りもきれいに！

お手製のミトン

採食量が増える
　飼料１㎏�を食べるのに、水４～６Ｌが必
要だと言われています。
　十分な飲水量が確保されると採食量を落
とさずに生乳生産することが出来ます。育
成牛・ほ育牛では増体が向上します。

病気のリスクが減る
　水槽の中で繁殖した菌によって牛が病
気になる可能性があります。
　主な病気としてプロトセカ乳房炎やサ
ルモネラ症が挙げられます。水槽は牛の
口が直接当たる場所なので急速に伝染し
やすいです。

きれいな水だとうれしいこと

水槽の汚れの原因
◦�牛のよだれ・鼻水
◦�食べきれなかったエサ
◦�糞尿などの牛体の汚れ
◦�繁殖した雑菌・カビ類



10なかしゅんべつ　2025（令和７）年５月号

　寒さに対する耐性（耐寒性）と越冬期間中に罹病する雪腐病に対する耐性（耐病性）を検定する調査
方法です。病気の防除をした条件下で、冬季間中に除雪をして寒さのストレスをかける凍害区と、自然
積雪のまま越冬させる対照区を比較して、耐寒性を評価します。他方、自然積雪条件下で、病気の防除
をしない病害区と、防除をする対照区を比較して、耐病性を評価します。図１に試験区の春の様子を示
しました。

　冬に寒さや病害のストレスを受けた時の牧草の生育反応として、萌芽の遅れ、萌芽茎数の減少、出穂
の遅れが顕著に観察され、結果として春の収量が低下しました。３か年の検定の結果、耐寒性・耐病性
ともに、ペレニアルライグラス品種「ポコロ」よりも優れ、メドウフェスク品種「ハルサカエ」よりも
劣ることが分かりました（図２）。
　フェストロリウムは、ペレニアルライグラスとメドウフェスクのそれぞれの良いところを引き継ぐこ
とを期待して育成していますが、本品種の冬のストレスに対する強さは、両者の中間の特性を持つこと
が確認できました。越冬条件の厳しい圃場
での本品種の導入については、慎重に判断
いただく必要があります。

　「ノースフェスト」の使い方については、
引き続き、研究を続けていく予定です。濃
厚飼料価格が高止まりし、気象変動によっ
て牧草生産が不安定になる中、飼料生産基
盤の在り方を検討する際の参考になれば
幸いです。

つうしん
酪農試験場
通　　　 　信

　ペレニアルライグラスとメドウフェスクの雑種であるフェストロリウム品種「ノースフェスト」
が2024年から流通しています。この品種は、全道各地で放牧用途、採草用途としての利用が期
待されますが、寒さの厳しい地域での導入には冬のストレスに対する強さ（耐寒性）を考慮する
必要があります。そこで、本品種の耐寒性について、ペレニアルライグラスとメドウフェスクと
比較して評価したので、紹介します。

耐寒性特性検定試験とは？

「ノースフェスト」の耐寒性は、ペレニアルライグラスより優れ、メドウフェスクより劣る

図１．耐寒性特性検定試験の試験処理と春の様子

図２．耐寒性特性検定試験における１番草の乾物収量（対照区に対する指数、％）
MF:メドウフェスク、FL:フェストロリウム、PR:ペレニアルライグラス.
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酪農試験場 飼料生産技術グループ：田中　常喜
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北海道別海高等学校
酪農経営科･専攻科だより酪農経営科･専攻科だより

なかしゅんべつ　2025（令和７）年５月号

月
号5

校　　長　織井　　恒
教　　頭　増田　実加　更別農業高校より

【酪農経営科】
科　　長　塚田　　新（畜産・酪農経営科３年担任）

標茶高校より

教　　諭　山田　梨帆（食品・酪農経営科副２年担任）

教　　諭　池田　冬乃（畜産・酪農経営科１年担任）

教　　諭　江原　文子（草花・２年学年付き）期限付

実習助手　阿部　友弥（草花・野菜）

実習助手　植月　祥太（野菜・乳加工）

【農業特別専攻科】
科　　長　野村　博之（畜産・専攻科１年担任）

岩見沢農業高校より

教　　諭　川内　颯也（畜産・専攻科２年担任）新採用

＜異動＞
教　　諭　稲井　圭一（岩見沢農業高校）

教　　諭　佐藤　　信（大野農業高校）

教　　諭　小野　伊織（中標津農業高校）

＜退職＞
教　　諭　平山隆一郎

＜育休＞
教　　諭　大利美沙妃

たって」、塚田農場長から
「専攻科学生に求めるも
の」、という講話をいただ
き、学生は「これから一
年頑張ろう」と話してい
ました。その他、カリキュラムについて、車での通
学についても確認しました。
●【専攻科】学友会年度始総会を実施―――
　４月９日㈫に学友会年
度始総会を実施しました。
学友会とは、学校生活を
充実させるために専攻科
学生によって組織された
ものです。前年度の活動
や予算について確認し、今年度の学校生活をより充
実したものになるよう専攻科学生全体で取り組みま
した。
●【酪・専】農業専門教科担当スタッフ紹介――
　人事異動に伴い職員の転出、転入がありました。

●【酪・専】入学式が行われました― ――――
　４月８日㈫、令和７年度
入学式が本校体育館で行
われました。
　今年度も、多くの保護者
等、来賓の皆さまにご臨席
いただき、天気にも恵まれた晴れやかな雰囲気のも
と、普通科86名、酪農経営科４名、農業特別専攻科１
名、計91名が新たに入学を許可されました。
　今年度は高校生237名、専攻科学生３名の計240
名がこの学び舎で学んでいきます。
●【酪農経営科】ＨＲ意見発表（１学年）――
　４月10日㈭、１年生の
HR意見発表大会が行われ
ました。酪農経営科１年
生の４名は春休みの課題
として、それぞれの農業
や環境、地域の課題につ
いて意見を述べました。１年生４名は、２・３年生
の代表生徒とともに、５月２日に本校農業会計室で
行われる、校内意見発表大会に出場します。
●【酪農経営科】農業クラブ総会�������
　４月11日㈮に、農業ク
ラブ総会が行われました。
農業クラブ総会開催の挨
拶では、農業クラブ会長３
年青木新太郎さん（別海
中央中出身）が「この総会
は、１年間の活動を確認するため、１人ではなくみん
なで取り組んでいくための会です。」と話してくれま
した。今年度の農業クラブ活動テーマは「別高改革～
16人で作る新たな１ページ!!～」とし、新たな取り組
みを行う予定です。
●【専攻科】新入生歓迎会を実施―――――
　４月８日㈪に新入生歓
迎会を実施しました。今
年度は１名の新入生を迎
え入れることができまし
た。会食しながら自己紹
介を行いました。学生たちは、「常に学び続け、自
分たちの目標に向かって頑張っていこう」と意見を
交換し合っていました。先生と学生の皆さんそれぞ
れ親睦を深め合う良い新入生歓迎会になりました。
●【専攻科】オリエンテーションの実施――
　４月９日㈫に専攻科のオリエンテーションを実施
しました。織井校長から「専攻科学生と過ごすにあ

入学式の様子

HR意見発表の様子

農業クラブ総会の様子

新入生歓迎の様子

専攻科オリエンテーションの様子

学友会年度始総会の様子
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第１回 理事会の動き 令和７年４月17日㈭

第２回 理事会の動き 令和７年４月25日㈮

報告事項 
１　�令和６年度㈲ジェイエー・ワンプの決算報告
並びに令和７年度事業計画について

２　�令和６年度㈲中春別マシンセンターの決算報
告並びに令和７年度事業計画について

３　�令和６年度㈱なかしゅんべつ未来牧場の決算
報告並びに令和７年度事業計画について

４　子会社の監査報告について
５　令和６年度決算監査報告について
６　組合員の脱退について
７　組合員資格の喪失について
８　職員の退職について
９　人事発令について
10　�令和７年度農事組合長会について
11　�理事に対する資金の貸付に係る報告について
12　令和６年度３月末財務状況について
13　令和６年度３月末購買事業実績について
14　令和６年度余裕金運用実績について
15　�令和６年度年間経営定期点検実施報告につい
て

16　令和６年度監査室業務活動報告について
17　共済一斉推進の実施について
18　JAバンク基本方針の変更について
19　固定資産の取得について
20　令和６年度３月末営農関連実績について
21　令和６年度生乳生産戸別実績について
22　令和６年分農業所得税納付額について
23　令和６年分農業消費税納付額について
24　�令和６年度JA中春別経営改善プロジェクト
取組報告並びに令和７年度選定組合員及び取
組内容について

25　�令和６年度経営移譲に係る褒賞対象者につい
て

26　�令和７年度北海道酪農体質強化対策事業実施
要領について

27　�令和６年度乳質改善良質乳生産者表彰につい
て

28　令和６年度乳質ペナルティ使途報告について
29　�令和６年度生乳汚染事故補償互助会決算報告
について

報告事項
１　令和６年度期末賞与の支給について
２　令和６年度資産自己査定について
３　�令和６年度購買品棚卸資産の差損・差益につ
いて

４　�令和６年度任意積立金（税効果積立金）につ
いて

 議　　案 
１　令和６年度事業報告について
２　�令和６年度決算及び剰余金処分（案）につい
て
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30　�令和６年度特定疾病感染補償互助会決算報告
について

31　�令和６年度良質乳生産基盤強化支援事業の実
績について

 議　　案 
１　令和７年度経営定期点検実施計画について
２　令和７年度余裕金運用方針及び運用について
３　�令和７年度コンプライアンス・プログラムに
ついて

４　�令和７年度草地整備促進支援事業の実施につ
いて

５　固定資産の取得について
６　リース契約について
７　令和６年度優良組合員表彰について
８　�令和７営農年度財産造成に伴う資金の借入・
貸付について

９　�クミカン取引名義変更に係る今後の取進めに
ついて

10　�訪問介護事業所あさひなに係る介護保険法に
基づく勧告に対する改善状況報告書の提出に
ついて

11　�令和７年度良質乳生産基盤強化支援事業の実
施（案）について

12　�令和７年度ＪＡ中春別乳牛共進会開催要領
（案）について

13　令和６年度決算書類について
14　令和７年度事業基本方針(案）について
15　令和７年度事業計画の設定について
16　第13次中期経営計画（案）について
17　第51回通常総会の開催日程について
18　第51回通常総会の提出議案について
19　�第51回通常総会招集通知への記載事項につ
いて

20　�第51回通常総会の議決権行使に当たっての
留意事項について

 協議事項
１　�地区別組合員懇談会意見集約に係るＱ＆Ａに
ついて

２　�女性役員登用に係る参与制度の条件整備の取
進めについて

３月乳質乳価一覧表 ３月生乳受託実績表
単　価
（円）

算 出 基 礎
（㎏）

支払乳価
（円）

前年同期
（円）

差
（円）

乳 脂 肪 分 1,378.662 57.55 46.05 11.50
無 脂 乳 固 形 分 573.242 51.10 62.48 -11.38
生 産 者 補 給 金 2.3505 2.35 4.87 -2.52
集 送 乳 調 整 金 0.7062 0.71 1.49 -.78
補 給 金 合 計 3.0567 3.06 6.36 -3.3

乳　
質　
単　
価

生 菌 数
ランク1 　２ 336,193,533.6

3.80 3.78 0.02

ランク2 　０ 10,867,498.1
ランク3 －３ 162,390.6

体細胞数
ランク1 　２ 318,702,844.2
ランク2 　１ 15,089,678.4
ランク3 －２ 2,590,716.2

合　　　　　計 115.51 118.67 -3.16

項　　　目 単価（円）／（㎏）％
乳 脂 肪 分 ① 57円55銭
無脂乳固形分② 51円10銭
生産者補給金③ 2円35銭
集送乳調整金④ 0円71銭

脂 肪 率
全道 4.17％
農協 4.32％

無 脂 固
形 分 率

全道 8.91％
農協 8.89％

成 分 乳 価
（①+②+③+④=⑤）

全道 111円71銭
農協 113円49銭

乳質乳価⑥
全道 3円80銭
農協 3円738銭

乳 代 合 計
⑤+⑥

全道 115円51銭
農協 117円23銭
差異 1円72銭
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良質生乳生産推進委員からの標語

生乳課 情報

凡例：■50.5万以上　■40.5～50.4　■30.5～40.4　■30.4万以下
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令和７年４月30日現在 JA中春別発生 管内合計件数

抗菌性物質混入事故 0�件 1�件

生菌による汚染事故 0�件 0 件

異物混入、加水、
血乳による汚染事故 0�件 0�件

異臭、異常風味による
汚染事故 0�件 0�件

ミルクドクター
使用率（４月）

豊　原 美　原 中春別 全体計
89.7% 87.8% 81.6% 85.8%

キレイな乳頭清拭はキレイな乳頭清拭は
良質乳生産の良質乳生産の
基本です�基本です�

中春別地区毎日体細胞（４月） 令和７年度地区集計（４月）

豊原地区毎日体細胞（４月） 美原地区毎日体細胞（４月）

北　区 中央区 東　区 西　区 南　一 南　二
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0.0% 0.0% 2.2% 0.7% 1.1% 0.9%
4.4% 0.0% 11.1% 8.1% 5.7% 1.7%
95.6% 100.0% 86.7% 91.2% 93.2% 97.4%

中春別 平　糸 菊　水 春　別 富　岡 平　成
0.7% 0.6% 0.4% 0.0% 0.0% 0.0%
1.5% 0.6% 1.2% 0.0% 1.3% 7.5%
7.3% 1.2% 14.3% 14.7% 6.6% 10.8%
90.5% 97.6% 84.1% 85.3% 92.1% 81.7%

よつ葉 まきばの丘 緑　進 みどりの里 新　酪
0.0% 0.0% 1.0% 0.0% 0.0%
3.7% 7.1% 2.1% 0.0% 0.0%
16.3% 14.1% 5.2% 2.2% 1.9%
80.0% 78.8% 91.7% 97.8% 98.1%

豊原地区 美原地区 中春別地区 3地区合計
0.0% 0.2% 0.3% 0.2%
0.9% 1.7% 1.8% 1.6%
5.8% 6.1% 8.8% 7.0%
93.3% 92.0% 89.1% 91.2%
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モナ・カサンドラ

牡羊座
3/21～4/19

獅子座
7/23～8/22

射手座
11/23～12/21

全体運  良好運です。分かりに
くかったことがはっきりし予定
を立てやすくなります。旅行や
レジャーなど外出を増やして
健康運  活動的なほど調子が
アップ。スポーツにツキ
幸運の食べ物  梅

全体運  耳寄りな話が入ってき
ます。ただ予定は詰まり気味で
かなり忙しそう。効率良く動い
て遊びに行く時間づくりを
健康運  パワフルで頑張りが
利きます。睡眠が大事
幸運の食べ物  タケノコ

全体運  周囲が次第に騒がしく
なってきそう。前半は時間が取
れるので用事は早めに済ませ
て。後半は人との時間を大切に
健康運  ダンスやストレッチ
で気持ち良く体を動かして
幸運の食べ物  ルッコラ

牡牛座
4/20～5/20

乙女座
8/23～9/22

山羊座
12/22～1/19

全体運  活気はありますが面倒
な問題も表面化しがち。逃げ
ずに向き合っていきましょう。
ポジティブ思考が運を開く鍵
健康運  室内でのけがに注意。
危ない箇所は早めに対処
幸運の食べ物  キクラゲ

全体運  活気のある好調運。目
標を立ててまい進すれば結果
を出せます。語学の勉強や情
報収集にも幸運が。旅行も吉
健康運  早寝早起きで。生活
のリズムを大切に
幸運の食べ物  ソラマメ

全体運  運勢は好調。助けてく
れる人が現れて困り事は解決
へ。あなたから手を貸してあ
げるのも◎。レジャーにツキ
健康運  古傷のケアを。サポー
ターを使うのもお勧め
幸運の食べ物  サンショウ

双子座
5/21～6/21

天秤座
9/23～10/23

水瓶座
1/20～2/18

全体運  上昇運。下旬をめどに
計画を進めましょう。いい形で
まとまるはず。友人や知人との
外出はうれしい出来事の予感
健康運  チームで行うスポー
ツやダンスにツキあり
幸運の食べ物  新ジャガイモ芽

全体運  頼まれ事から行うと
◎。会話を大切に。触れ合い
の時間が幸せをもたらします。
リサイクル、リメークにツキ
健康運  血行を良くしましょ
う。ふくらはぎをもんで
幸運の食べ物  ナガイモ

全体運  運気は後半に入り好転。
難しくても本気で向き合えば
活路を見いだせます。ピンチ
のときこそクールに判断して
健康運  シェイプアップの好機。
無茶をせず計画的に
幸運の食べ物  ニラ

蟹座
6/22～7/22

蠍座
10/24～11/22

魚座
2/19～3/20

全体運  後回しにしていたこと
を片付ける準備を。防災用品も
確認。いざというときのための
行動が好結果に結び付きます
健康運  食事はバランス良く。
旬の野菜を多めに取って
幸運の食べ物  フキ

全体運  対人運が活発化。うれ
しいことがある一方で面倒事も
舞い込みそう。カッカすると落
とし穴が。冷静に対処すれば◎
健康運  カルシウムをしっか
り取って。骨を丈夫に
幸運の食べ物  ニンニク

全体運  良好なスタートですが、
下旬はペースダウン。早めにで
きることは前倒しで。友人や知
人と過ごす時間にツキあり
健康運  日頃の体調管理が大
切。健診、検査を受けて
幸運の食べ物  コゴミ

今月のあなたの運勢●❺❺月月

　人の名前や予定などを覚えると
きや金額を計算するときなどに、
指先が自然と動き出す人を見かけ
るように、指先と集中力には密接
な関係があります。
　今回の体操は親指と人さし指で
シャクトリムシの動きをまねます。
左右の手がつられて動かないよう
に、動かす指、止める指に集中し
て指先を動かしてみましょう。

⑴�親指同士、人さし指同士
を合わせます。

⑶�右手の人さし指を伸ばし
ます。

⑵�右手の親指を左手の人さし指に
付けます。

⑷�左手の親指を右手の親指に付け
ます。左手の人さし指を伸ばし
⑴に戻ります。左右の指を入れ
替えて行ってみましょう。

シャクトリムシ体操で
集中力アップ

健康生活研究所所長◦堤　喜久雄

脳トレ!トレト脳トレ!
手足の体操

今回はシャクトリムシの動きを紹介しました。慣れてき
たら、動かす指の順番を変えて逆の動きにも挑戦してみ

ましょう。頭の体操にもなります。
応　用

⑴⑴

⑶⑶

⑵⑵

⑷⑷
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　新生活が始まり１カ月が過ぎました。新緑の中で散歩をし
たり、季節の行事に出かけたり、心と体をリフレッシュする
時間を生み出したいものです。
　さて、前号では体を動かすためのヒントとして「７つの部
位」をご紹介しました。①首　②腕　③脚　④胸　⑤体側（た
いそく）　⑥背腹（せはら）　⑦腰――がありましたね。
　今回は７つの部位のうち、「腕」を曲げ伸ばす運動に取り
組んでみましょう。腕を曲げ伸ばすだけではなく、巧緻性（こ
うちせい）の運動も一緒に取り入れます。巧緻性とは、一般
的に手先の器用さのことを指しています。巧緻性は体力の構
成要素の一つでもあり、体を器用に巧みに動かすことを指す
場合もあります。
　イラストを参考にしながら、始めはゆっくりと４呼間ずつ
行ってみましょう。運動に慣れてきたら２呼間ずつに切り替
えてみましょう。

⑴�いすに座って準
備をします。

⑶�反対側も同様に、
片腕を上げます
（上の手はパー、
下の手はグー）。

⑵�片腕を上げます
（上の手はパー、
下の手はグー）。

⑷�片腕を上げます
（上の手はグー、
下の手はパー）。

⑸�反対側も同様に、
片腕を上げます
（上の手はグー、
下の手はパー）。

レッツ、トライ!　腕を曲げ伸ばす運動

日本体育大学准教授◦伊藤由美子

日本体育大学�准教授

伊
い

藤
とう

  由
ゆ

美
み

子
こ

千葉県生まれ、農業を営む両親の元で育つ。
日本体育大学大学院体育科学研究科博士前
期課程体育科学専攻健康科学・スポーツ医
科学系修了。専門領域は体操。（公財）日
本体操協会一般体操委員会委員長。体操や
健康に関する情報をお届けします！

⑴⑴

⑵⑵

⑶⑶

⑷⑷

⑸⑸

体

を動
かすためのヒント

グー＆パーで腕を曲げ伸ばし

手軽に体操

　共和育成センターでは、平成15年より
組合員の労働力補完事業として、生後３日
目からお預かりする雌牛一貫哺育育成預託
事業を実施しており、現在、組合員の皆様
方から499頭を受け入れております。
　令和７年度において育成施設に余裕があ
り、雌仔牛の受入れが可能となっておりま
すので、哺育育成に係る労働力負担軽減に
向け、一貫哺育育成預託へご希望の方は、
共和育成センターまで（76-2040）ご連
絡いただきますようご案内申し上げます。
　なお、預託内容、料金は左記の通りとなっ
ております。

生後３日目から
預託しませんか？

生後３日目から 預託料（税込）

90日預託 ➡ 日額� � � � �935円

授精、妊娠鑑定後まで
（最長19ヵ月齢） ➡ 一括� 352,000円

㈱なかしゅんべつ未来牧場通信㈱なかしゅんべつ未来牧場通信
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
なかしゅんべつインフォメーション

　４月16日㈬にミルク王国がオープンしま
した。開店初日からソフトクリームを求め、
お客様が足を運んでくださいました。
　今季の販売商品は、ソフトクリームとサン
デー、シェイク、オリジナル商品の「なかしゅ
んべつプレミアムアイスクリーム（カップ）」
に加えて新たに地区内ダルマキッチンとのコ
ラボ商品のミルク
王国サンデー【米
粉使用のシフォ
ンとクッキー入り
520円】も提供し
ております。
　これから10月
上旬まで営業予定
ですので、是非お
越しください。

ミルク王国が
オープンしました！

10月上旬まで営業期間
AM10：00～PM4:45営業時間

※ 毎週木曜日は機械メンテナンスのため、通常営業時間よ
り午後３時30分閉店となりますのでご了承願います。

　自動車税種別割は、４月１日現在で運輸支
局に登録されている自動車の名義人にかかる
税金です。
　納税は金融機関、郵
便局又はコンビニエン
スストアのほか、ス
マートフォン等を使用
してキャッシュレスで
納税することもできま
す。５月31日までに
必ず納めましょう。

自動車税
種別割納期限です。

納税に関するご相談は、
根室振興局 税務課納税係まで
☎（0153）24-5466（直通）

５月31
日は

　３ヶ月の試用期間を経て、この度新採用とな
り購買課生産資材係へ配属となりました。荒井
　衛です。
　試採用期間中は、全部署の業務に携わらせて
いただきました。
　５月からは購買部生産資材係として働かせて
いただきますが、まだまだ社会人として未熟な
ところが多々ありご迷惑をお掛けすると思いま
すが、少しでも早く業務に慣れ組合員の皆様の
お役に立てるよう日々、精進してまいります。
よろしくお願い致します。

荒 井　　衛
購買部 生産資材係

別海町の牛乳を別海町の牛乳を
ふんだんに使ったふんだんに使った

ソフトクリームを販売！ソフトクリームを販売！

　試採用期間を終え、新規採用になりました
職員を紹介します。

介紹新職員の
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ヨコのカギ

クロスワードパズルク ルクロスワードパズル

１　�端午の節句に――人形を飾った
２　鉛筆にもリンゴにもあるもの
３　2018年ごろに大流行した――ミルクティー
４　漢字などの読み方を示す小さな文字
５　小学校で一番授業が多い科目
８　福島県の――は浜通りと呼ばれます
10　カァカァと鳴きます
12　スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
13　フラダンサーの腰で揺れるもの
14　初夏でも強く照りつけることがあります
16　漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
18　三毛、トラ、サバといえば
20　ギュッと押すと気持ちいい

二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

１　ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
６　その泉は――的な空気に包まれていた
７　日本には謙譲の――の精神があります
９　周囲より小高くなっている土地のこと
11　�大きなビルが――のタケノコのごとく増えてき
た

12　ひじをグッと曲げて出します
14　�雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られていま
す

15　ちらしやにぎりがあります
17　大勢の人が床のあちこちで眠ること
19　結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
21　５月の空を泳ぎます

抽選で３名の方に
抽選で３名の方に乳製品引換券
乳製品引換券（今月号では

（今月号では「Aコープ商品券（乳製品に限る）」と引き換え！）

「Aコープ商品券（乳製品に限る）」と引き換え！）
をプレゼント!!
をプレゼント!!

タテのカギ

2025

5
Vol.568

５月号のこたえ

返信先：JA中春別 FAX76-2341（営農振興課宛）

CA D EB

　正解者の中から抽選で３名の方に乳製品引換券
をプレゼント（郵送）いたします。

《応募方法》�営農振興課宛にFAX（76-2341）で
ご応募ください。

《応募締切》令和７年５月30日㈮まで

※�ご住所・応募者のお名前を必ずご記入ください。記入漏れ
がありますと、抽選対象から外れる場合もございますので
ご注意ください。
※�ご応募に関して取得した個人情報はこの度の景品の抽選以
外には使用いたしません。

住　　所　〒

名　　前

電話番号

（敬称略）

４月号の正解は
A B C D Ｅ

イースター
でした

当選者当選者
発表発表

たくさんの応募ありがとうございました。
今回は千葉彩生金融共済課貯金係に抽選し
て頂きました！

・佐　藤　キクエ

・大　内　怜　衣

・鈴　木　翔　馬


